
１．予算編成について

第５次交野市総合計画基本構想に掲げる「懐かしさと新しさが交わるみんな
のこころが和（なご）むまちかたの」の実現のため、基本構想に掲げる５つの
「まちづくりの目標」を達成すべく当初予算を編成する。

３．当初予算の財源

・国、府支出金 ９，６９２，９２３千円
・地方債 ４，９６７，２８８千円
・その他 ２，０８１，６７９千円
・一般財源 １８，５８７，２６６千円

参考資料 企画財政部 財務課 1/2

・予算総額は歳入歳出それぞれ３５，３２９，１５６千円
・債務負担行為、地方債、一時借入金、歳出予算の流用に係る規定について
それぞれ定める。

・予算総額は、前年度比４，６６５，５２５千円の増で、交野みらい学園の開校
準備、防災拠点の整備に係る費用、社会保障経費の増が主な要因

２．当初予算内容

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



４．歳入予算について（主なもの）

・市税 １０，１３２，４１７千円（前年度比２１６，８３１千円増）
定額減税の実施により市民税１５，４３６千円の減、固定資産税及び都市計画税
計１９６，０００千円の増

・地方特例交付金 ４４４，１６８千円（前年度比３４８，１６８千円増）

・地方交付税 ４，１６０，０００千円（前年度比１３０，０００千円増）
地方財政計画による交付税総額の増及び基準財政需要額、収入額の増減影響を見込んだもの

・国庫支出金 ７，００９，２２９千円（前年度比１，２８７，５６５千円増）
交野みらい学園整備事業に係る国庫負担金見込額の増、児童手当の対象拡大を見込んだ
負担金の増など

・繰入金 ２，２０９，０５８千円（前年度比３８９，６６４千円増）

交野みらい学園の開校準備やその他公共施設整備事業に係る一般財源負担額の増によるもの
財政調整基金 ３４９，０００千円増、公債費管理基金１７０，０００千円減、
公共施設等整備基金８４，０００千円増

・市債 ５，０３４，２８８千円（前年度比１，４５９，２８８千円増）

交野みらい学園整備事業、消防車両購入、総合体育施設のＥＳＣＯ事業に係る市債発行額の増
など

参考資料 企画財政部 財務課 2/2

市民税所得割額の定額減税の実施による減収補填による増

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



まちづくりの目標

1.みんなで子どもを育み、
子どもがのびのびと学ぶまち

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

２．事業概要

参考資料 健やか部 子育て支援課

３．歳出関係（予算書８７・８９ページ） ５，１８３千円

発達障がい児巡回相談事業（地域障がい児支援体制強化事業）

保育所等に巡回支援を実施し、障がいが“気になる段階”から支援を行うための体制整備を
図り、発達障がい児等の支援の充実、家族への支援を行うとともに、インクルージョンを推進
する。

内 訳 予算額

児童虐待防止等対策総合支援事業費補助金 ３，５２８千円

４．歳入関係（予算書３０・３４ページ）

内 訳 予算額

報酬 ３，８１３千円

職員手当等 １，２００千円

備品購入費 １７０千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称
（仮称）交野みらい学園整備事業

２．事業概要

継続費に基づき、（仮称）交野みらい学園の整備について、校舎建設工事・土木

造成工事等を行う事業と、モニタリング支援業務、監理業務等を委託するもの

３．歳出関係（予算書１４３ページ） ４．歳入関係（予算書２９・３１・４２ページ）

３，５４８，９６５千円 ３，３８８，０７４ 千円

参考資料 学校教育部 まなび舎整備課

内 訳 予 算 額

委託料 ６８，２４１千円

工事請負費 ３，４８０，７２４千円

内 訳 予 算 額

公立学校施設費
国庫負担金

１，４７９，５２４千円

学校施設
環境改善交付金

４７，７５０千円

学校建設事業債 １，８６０，８００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※学校教育施設等整備事業債、公共施設等適正
管理推進事業債を活用する。
交付税措置率50％（一部70％）



参考資料 学校教育部 学務保健課

１．事業名称
（仮称）交野みらい学園開校に伴う備品購入

２．事業概要
施設一体型小中一貫校である（仮称）交野みらい学園の開校に伴い、

学校運営に必要となる備品整備を行うもの

３．歳出関係（予算書１４１ページ） １８２，７４８千円

※積算根拠
書架、家具・什器等、その他管理・教材備品の整備。
令和５年度債務負担行為により、書架、家具・什器等の購入については、契約相手方が確定済み。

４．歳入関係（予算書４２ページ） ６０，０００千円（開校準備事業債）

内訳 予算額

備品購入費 １８２,７４８千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※公共施設等適正管理推進事業債（集約）
（交付税措置率50％）を活用する。



１．事業名称

開校準備事業（（仮称）交野みらい学園ＩＣＴ機器整備）

２．事業概要

令和７年度開校予定の（仮称）交野みらい学園のＩＣＴ備品整備にあたり、職員室や
教室用モニター等を整備するもの

参考資料 学校教育部 まなび未来課

３．歳出関係（予算書１４１ページ） １３，９９８千円

内訳 予算額

備品購入費 １３，９９８千円

※積算根拠 ・65型大型モニター48台 9,504千円
・65型電子黒板7台 2,622千円
・職員室用壁掛けTVモニター1台 165千円
・その他設置費等 1,707千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

学校校舎棟照明器具ＬＥＤ化改修事業

２．事業概要

交野市立小学校の校舎棟を、既存の蛍光灯からＬＥＤ灯へ改修工事を行うもの

（対象校：星田小学校、妙見坂小学校、旭小学校）

３．歳出関係（予算書１５０ページ） １０１，４５４千円

４．歳入関係（予算書４２ページ）

９１，３００千円（小学校照明設備ＬＥＤ化事業債）

参考資料 学校教育部 まなび舎整備課

内 訳 予 算 額

工事請負費 小学校 １０１，４５４千円

※長期休業中（夏季及び冬季）及び学校休業日（土・日等）に工事を実施し、児童への

直接的な影響はないよう配慮する。

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※脱炭素化推進事業債（交付税措置
率30％程度）を活用する。



１．事業名称
交野市内小中学校の児童・生徒机及び椅子の入替え事業

２．事業概要
机及び椅子の老朽化並びに児童・生徒の成長の変化に対応するため、交野みらい小学校

及び第一中学校を除く市内小中学校において、児童・生徒机及び椅子の入れ替えを行うもの

３．歳出関係（予算書１４７・１５１ページ）
４６，２００千円（小学校・中学校合計）

児童・生徒机５，０００台、児童・生徒椅子５，０００脚

※予算書１４７ページ、１５１ページ 備品購入品費 各校備品 学校事務機器等（学務）
５１，１９２千円及び２４，４６４千円の一部

※交野みらい学園の開校準備で見込んでいた費用の範囲内で実施する。

参考資料 学校教育部 学務保健課

内訳 予算額

備品購入費 ４６,２００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

小学校1年生における30人以下学級

２．事業概要

小学校全学年において実施してきた３５人以下学級について、よりきめ細かな教育を行うため、
小学校低学年（1～３年生）の３０人以下学級を段階的（令和６年度は1年生を対象）に実施する。

※１学級あたりの在籍人数が３０人を超えるクラスに、任期付職員４名（市費）を配置する予定。

参考資料 学校教育部 指導課

３．歳出関係（予算書１３６・１３７ページ）

内訳 予算額

報酬 11,232千円

職員手当等 5,830千円

共済費 3,261千円

２０，３２３千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

倉治児童会新築工事及び備品整備

２．事業概要

放課後児童会利用児童の増加に伴い、待機児童を出さないため新たな児童会施設を建築する
とともに、開設にあたっての備品を併せて整備するもの

参考資料 生涯学習推進部 青少年育成課

３．歳出関係（予算書１５９・１６０ページ） ４．歳入関係（予算書３１・３５・４３ページ）

内訳 予算額

工事請負費 75,000千円

委託料（工事管理） 2,000千円

備品購入費 1,600千円

７８，６００千円 ７１，１３０千円

内訳 予算額

国庫補助金
（子ども子育て支援整備交付金） 20,865千円

府補助金
（子ども子育て支援整備交付金）

20,865千円

放課後児童会施設整備事業債 29,400千円

※委託料 ：設計・監理委託料 9,982千円の一部

※備品購入費 ：児童会備品空調機等 6,332千円の一部

備品積算根拠 冷蔵庫２機 330千円 座卓27台 270千円

収納棚・下駄箱等 866千円 扇風機等134千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

放課後子ども教室の拡充

２．事業概要

放課後の児童の居場所づくりとして、各小学校の校庭を開放し、自由に遊ぶことのできる
フリースペースの実施日数を段階的に拡充するもの

参考資料 生涯学習推進部 青少年育成課

３．歳出関係（予算書１５５・１５６ページ） ４．歳入関係（予算書３５ページ）

内訳 予算額

報償費 3,233千円

委託料 6,072千円

９，３０５千円 １，１３４千円

内訳 予算額

府補助金（教育コミュニティ
づくり推進事業費補助）

1,134千円

開催日数 学 校

週5日 岩船

週2日 郡津・倉治・妙見坂

週1日 旭・藤が尾・私市・交野みらい

（令和5年度）

人員確保状況に応じて、
段階的に拡充していく

※全校で週5日（年間約175日）開催を想定した場合
の報償費及び委託料

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



まちづくりの目標

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

2.みんなが互いを認め支え合い、
笑顔と元気があふれるまち



内訳 予算額 積算根拠

負担金、補助及び交付金

1,500千円
医療用ウィッグ購入助成

30,000円×50人

200千円
乳房補整具購入助成

40,000円×5人

１．事業名称 がん患者補整具等購入費助成事業

２．事業概要 抗がん剤等の影響による脱毛や、乳房の手術による外見の変化に対する、精神的ストレス等を
緩和するための補整具等(ウィッグ等)購入費用の一部を助成するもの。

※事業開始予定は6月からとしているが、助成の対象となるのは、令和６年4月以降に購入
した補整具等

３．歳出関係（予算書１００ページ） １，７００千円

参考資料 健やか部 健康増進課

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

高齢者・障がい者等外出支援事業

２．事業概要

参考資料 福祉部 福祉総務課 1/2

外出に支援が必要な高齢者・障がい者等の移動手段の確保と外出機会の促進などを図るため、
路線バスや鉄道などの既存の交通手段の活用やタクシー等の個別移動手段等を活用することにより、
高齢者・障がい者等の外出・移動を支援する。

３．歳出関係（予算書７７・８０～８２ページ） ５１，７６６千円

内訳 予算額

交通系ＩＣカード等活用運賃補助事業（交通系ＩＣカード等活用運賃補助金） 29,152千円

公共交通不便地区移動支援事業（外出支援事業運行業務等委託料） 5,978千円

高齢者外出支援タクシー利用助成（扶助費） 5,082千円

重度障がい者外出支援タクシー利用助成（扶助費） 7,904千円

妊婦外出支援タクシー利用助成（扶助費） 1,650千円

外出促進等地域活動支援事業（外出促進等地域活動支援事業補助金） 2,000千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



※積算根拠

これまでの利用状況を踏まえ、申請見込者数と各事業の利用率を勘案して算出。

◆交通系ICカード等活用運賃補助事業
【変更点】

①ＩＣカード（償還払い）、京阪バスポイント、京阪バス乗車券のうちいずれか１つを選択の
ところを、タクシー利用券（4500円）も選択肢として追加。

②対象年齢を７５歳以上を７０歳以上に引き下げ 申請見込者数 6,732人

◆高齢者外出支援タクシー利用助成 【変更なし】
タクシーチケット交付枚数 500円×33枚 申請見込者数 530人

◆重度障がい者外出支援タクシー利用助成 【変更なし】
タクシーチケット交付枚数 500円×33枚 申請見込者数 800人

◆妊婦外出支援タクシー利用助成
【変更点】

チケットの有効期限を出産予定日の６０日後を１２０日後に変更。
タクシーチケット交付枚数 500円×20枚 （変更なし）

◆外出促進促進等地域活動支援事業 20万円×10地区

参考資料 福祉部 福祉総務課 2/2

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

プラネタリウム活用事業

２．事業概要

市立小学校４年生において、交野市立いわふね自然の森スポーツ・文化センター内の
プラネタリウム見学を無償で提供する。

参考資料 学校教育部 指導課

３．歳出関係（予算書１４０・１４１ページ）

内訳 予算額 内訳

使用料及び賃借料
（プラネタリム見学料）

２１０千円 300円×700人分 計210,000円

役務費（交通費） １６５千円 小学4年生児童9校分

３７５千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

２．事業概要

参考資料 生涯学習推進部 社会教育課

３．支出関係（予算書１５５ページ）

内 訳 予算額

プラネタリウム招待事業参加料 ９６６千円

プラネタリウム活用、招待事業

星のまち交野を継承するため、公立小学校５年生から中学校３年生に対し、学校を通じて
無料のプラネタリウム招待チケットを配布する。また、市内在住の私立等の小学校４年生から
中学校３年生に対しても同様に無料招待チケットを提供する。

【積算内訳】３，２１７人（児童・生徒数）×＠３００円/１回＝９６５，１００円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

９６６千円



まちづくりの目標

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

防災拠点の整備事業

２．事業の目的

大規模災害時の市民の生命財産を守るため、交野市総合計画や交野市地域防災計画等の各
種計画と整合を図りつつ、本市の総合防災拠点、地域防災拠点、その他の防災拠点（指定避
難所、消防分団車庫、備蓄倉庫等）の整備を行う。
それぞれの防災拠点の具体的な整備方針については、「交野市防災拠点整備指針」を定め、

小中学校をはじめとした既に避難所として指定されている場所に加え、積極的に公社保有地
の活用を検討する。その財源については、「緊急防災・減災事業債」等の有利な起債を活用する
ことにより、土地開発公社簿価額を含めた額での買戻しや市債発行額の７割にあたる地方交付
税算入額を確保することで、公社の健全化及び市民の負担軽減を図る。

参考資料 危機管理室 1/6

３．防災拠点の概要

総合防災
拠点

応援部隊の受入れ及び活動拠点、現地対策本部、指定避難所、備蓄拠点並
びに物資輸送拠点等を総合して総括する拠点

1か所（総合体育施設、私部
公園）

地域防災
拠点

一時避難場所、災害廃棄物仮置場として活用でき、防災に資する設備を備
える拠点（防災公園・防災空地）

2か所（郡津、星田）

その他の
防災拠点

指定避難所（民間の施設を除く）、消防分団車庫もしくは分散備蓄倉庫を
備える拠点

16か所（避難所小中学校等）
7か所（消防分団車庫）
6か所（分散備蓄倉庫）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



参考資料 危機管理室 2/6

４．拠点ごとの整備計画

（１）地域防災拠点（郡津５丁目）

＜整備方針＞

現在、こうづ・くらじ地域においては防災拠点が不足し

ているため、一定の広さの確保が見込める当該土地を

活用し、こうづの地域防災拠点として整備を行う。

整備を行う際には、災害時に様々な用途に活用可能な

防災公園・防災空地として、備蓄倉庫、防火水槽、防災井

戸、雨水貯留施設、マンホールトイレ、かまどベンチ、

ソーラー照明などの防災に資する施設を設置する。

また、大型車両を進入可能とするための動線確保に努

める。

洪水浸水想定区域内（1.0ｍ～3.0ｍ未満）であるため、

嵩上げ等も含めた整備が必要である旨注意する。

今後の予定スケジュール
令和６年度 拠点整備に向けた基礎調査、造成基本設計
令和７年度 公社買戻し、造成詳細設計
令和８年度 造成工事

歳出予算 １７，９００千円

令和４年度末公社保有地簿価額
８筆 合計 １，９８０，３２４千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

（予算書134ページ）



参考資料 危機管理室 3/6

（２）地域防災拠点（星田３丁目）

４．拠点ごとの整備計画

＜整備方針＞

現在、ほしだ地域においては小規模な防災

拠点が点在し、中心となる施設がない状態で

あるため、一定の広さの確保が見込める当該

土地を活用し、ほしだの地域防災拠点として

整備を行う。

整備を行う際には、災害時に様々な用途に

活用可能な防災公園・防災空地として備蓄倉

庫、マンホールトイレ、かまどベンチを整備す

るとともに、老朽化に加え、一方通行道路に面

した星田消防分団車庫を移設整備する。

今後の予定スケジュール
令和６年度 星田消防分団車庫及び備蓄倉庫設計等、

公社保有地の買戻し
令和７年度 星田消防分団車庫及び備蓄倉庫新築等

歳出（予算） ４８１，２３７千円

歳入（予算） ４７９，６００千円

令和６年度公社保有地買戻額 ３筆合計 ４５７，２３７千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

（予算書134ページ）

（予算書42ページ）

※緊急防災・減災事業債又は緊急
自然災害防止対策事業債を活用
する。交付税措置率70％



参考資料 危機管理室 4/6

①星田９丁目備蓄倉庫 ②星田４丁目備蓄倉庫

（３）その他の防災拠点（分散備蓄倉庫）

歳出予算 １７１，７２９千円（予算書134ページ）
歳入予算 １７１，７００千円（予算書42ページ）

歳出予算 ５，５５０千円（予算書134ページ）
歳入予算 ５，５００千円（予算書42ページ）

令和６年度公社保有地買戻額 １７０，８２９千円

４．拠点ごとの整備計画

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※①②いずれも、緊急防災・減災事業債
又は緊急自然災害防止対策事業債を
活用する。交付税措置率70％



参考資料 危機管理室 5/6

＜整備方針＞

備蓄倉庫については、現在、総合体育施設備蓄倉庫及び乙辺浄化センター備蓄倉庫の2か所

で運用しているが、新型インフルエンザ等感染症対策により、備蓄すべき物品が増大し、備蓄

スペースが不足している状況であるため、防災拠点として市内に分散させる形で備蓄倉庫を

優先的に整備する。

整備の際には大型車両が進入できる進入路の確保や、防災公園・防災空地といった防災に

資する施設整備の検討も併せて行う。

（４）その他の防災拠点（分散備蓄倉庫）

今後の予定スケジュール
①星田９丁目備蓄倉庫
令和６年度 備蓄倉庫設計、公社保有地の買戻し
令和７年度 備蓄倉庫新築

②星田４丁目備蓄倉庫
令和６年度 旧第三給食センター解体設計・工事、備蓄倉庫設計
令和７年度 備蓄倉庫新築

４．拠点ごとの整備計画

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



参考資料 危機管理室 6/6

整備方針

指定避難所（小中学校）については、学校の統廃合等により、施設の集約、移設、廃止等が予

定されているものの、指定緊急避難場所、指定避難所といった災害対策の機能として不可欠

なものであるため、引き続き防災拠点として整備を進める。整備を行う際には、メインの避難

場所となる体育館への空調設備の設置、災害用井戸等生活用水が確保できる施設の設置、分

散備蓄用の備蓄倉庫の整備、避難場所におけるフリーWi-fiの設置を優先的に行うこととし、

より一層の避難場所としての機能拡充を図る。

（５）その他の防災拠点（指定避難所（小中学校））

今後の予定スケジュール
令和６年度 災害時用井戸新設（藤が尾小学校、第二中学校）

※小中学校への空調設備等の設置については、教育委員会において計上。

歳出予算 ５，６３２千円（予算書134ページ） 歳入予算５，６００千円（予算書42ページ）

４．拠点ごとの整備計画

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※緊急防災・減災事業債を活用する。
交付税措置率70％



１．事業名称

学校屋内運動場空調整備事業

２．事業概要

災害時の避難所環境の向上を図るため、市立小中学校４校の屋内運動場に空調設備を

設置するもの。（対象校：私市小学校、第二中学校、第三中学校、第四中学校）

３．歳出関係（予算書１４６・１５０・１５１ページ） ４．歳入関係（予算書４２・４３ページ）

３５０，９７０千円 ３５０，９００千円

参考資料 学校教育部 まなび舎整備課

内 訳 予 算 額

工事請負費
小学校 ５０，０００千円

中学校 １５０，０００千円

負担金、補助及び交付金 中学校 １５０，９７０千円

※負担金 ガス使用場所までの中圧ガス導管の延長工事費に係る市の負担分

内 訳 予 算 額

小学校空調整備事業債 ５０，０００千円

中学校空調整備事業債 ３００，９００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※緊急防災・減災事業債を活用する。
交付税措置率70％



１．事業名称

２．事業概要

参考資料 生涯学習推進部 社会教育課

３．歳出関係（予算書１５４ページ） ８，０５８千円

内 訳 予算額

青年の家武道施設設備等改修工事設計業務委託料 ８，０５８千円

青年の家武道施設設備等改修

交野市公共施設２０ヵ年設計・改修・修繕計画に基づく、武道施設の内部改修・設備改修
工事設計業務及び市防災計画に避難所として位置付けされた当該施設の避難所施設環境向上の
ための空調設備の新設に係る設計業務

４．歳入関係（予算書４３ページ）

青年の家武道施設改修事業債 ７，３００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※緊急防災・減災事業債を活用する。
交付税措置率70％



１．事業名称

災害用ＡＩシャワートラックの購入（緊急防災・減災事業債関係）

２．事業概要

大規模災害時に多くの人が集まる避難所では、被災者のための入浴が課題となっている。
本車両は自走式であることから、災害時には市内はもとより、府内外の被災地に派遣すること
が可能である。
災害用ＡＩシャワートラックは、ＡＩシャワーを２セット備え、人工知能によって効率的に

水をろ過する循環システム機能を有しており、シャワー等で使用した排水の９８％以上の水を
再利用することが可能である。

参考資料 危機管理室

３．歳出関係（予算書１３５ページ）

内訳 予算額

災害用搬送トラック １９，５８０千円

水循環システムＷＯＴＡ １４，６８１千円

３４，２６１千円

４．歳入関係（予算書４２ページ） ３４，２００千円（災害対応用資機材整備事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※緊急防災・減災事業債を活用する。
交付税措置率70％



１．事業名称

災害用トイレカーの購入（緊急防災・減災事業債関係）

２．事業概要

大規模災害時に多くの人が集まる避難所では、被災者のためのトイレ不足が課題となっている。
災害用トイレカーは、自走式で貯水タンクを備えた水洗式のトイレルームやソーラーパネルも搭載し、
断水、停電時においても使用可能である。

なお、災害用トイレトラックとの違いとして、ベースとなる車両が小型で、取り回しが容易であり、
災害時の設置場所について、狭いスペースでも幅広く活躍できるものである。

参考資料 危機管理室

３．歳出関係（予算書１３５ページ）

内訳 予算額

災害用トイレカー １７，６８２千円

１７，６８２千円

４．歳入関係（予算書４２ページ） １７，６００千円（災害対応用資機材整備事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※緊急防災・減災事業債を活用する。
交付税措置率70％



１．事業名称

交野市高齢者運転免許証自主返納支援事業

２．事業概要

参考資料 危機管理室

３．歳出関係（予算書５９・６０ページ）

内訳 予算額

負担金、補助及び交付金 ３，０００千円

印刷製本費 ５０千円

役務費 ３２千円

３，０８２千円

※積算根拠
１０，０００円×３００人＝３，０００，０００円

実施予定時期：令和6年４月

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

高齢者の運転による交通事故の防止を図るため、運転免許証の自主返納を行った高齢者
に対し、タクシー利用補助券又は交通系ＩＣカードを利用して乗車した運賃に係る補助を
行う。



１．事業名称

草川・長砂雨水幹線整備事業

２．事業概要

草川雨水幹線は、天野が原町地区から私部西地区を抜けて一級河川前川に流れる開渠の水路
で、長砂雨水幹線は、私部西地区のにしゃべ川から上記の草川雨水幹線に流すために新設する
水路である。なお、にしゃべ川の流末は洪水時、一級河川前川にポンプ排水を行っている。
令和６年度は、長砂雨水幹線の整備とともに流域治水対策に資する雨水調整池整備事業に必要
な用地買収を行う。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１９ページ）

６６，０００千円

位置図

５．内容等

用地面積 約１，１７２㎡

４．歳入関係（予算書４２ページ）

６６，０００千円
（浸水対策事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※緊急自然災害防止対策債を活用する。
交付税措置率70％



１．事業名称

土砂災害特別警戒区域内既存不適格住宅補強事業

２．事業概要

土砂災害特別警戒区域が指定される以前から当該土地に存する住宅を土砂災害から守る
ための補強措置を促進するため、住宅を所有しかつ居住する者に対し、補強設計費及び補
強工事費の一部を補助するもの。

参考資料 都市計画部 都市まちづくり課

３．歳出関係（予算書１２３ページ） ４．歳入関係（予算書３１・３５ページ）

内訳 予算額

負担金補助及び交付金 926千円

９２６千円 ６９４千円

内訳 予算額

社会資本整備総合交付金 ４６３千円

大阪府土砂災害特別警戒区域内
既存不適格住宅補強事業補助金

231千円

積算根拠：
１棟あたり補強設計費 １５４千円
１棟あたり補強工事費 ７７２千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

参考資料 消防本部 警備課

２．事業概要

購入車輛 予算額 事業概要

救助工作車
（交野救助１）

149,727千円

配備から16年経過した救助工作車Ⅱ型について、経年劣化に伴い
更新するもの。
火災、交通事故及び自然災害などの様々な救助事案に対応すべく
最新式の救助資機材に更新し、消防力の充実・強化を図る。

高規格救急自動車
（交野救急２）

40,423千円

配備から９年経過した高規格救急自動車について、経年劣化に伴い
更新するもの。
高度な救急救命処置用資機材を積載した最新型の車両に更新する
ことで、多様な救急現場における迅速かつ的確な救急活動に資する。
（内訳） 車両24,100千円

高度救命処置用資機材16,323千円

消防本部車両更新計画に基づき、消防車両(救助工作車、高規格救急自動車、
消防ポンプ車)を更新し、消防力の充実・強化図るもの。

１90,150千円（令和６年度支出予定額）３．歳出関係（予算書１３０・１３３ページ）

消防・救急車両の更新（３台）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



参考資料 消防本部 警備課

５．債務負担関係（予算書１２ページ） ５０,２７３千円（令和7年度支出予定額）

購入車輛 予算額 事業概要

消防ポンプ自動車
（交野タンク３）

50,273千円

配備から１５年経過した消防ポンプ自動車について、経年劣化
に伴い更新するもの。
最新型の消防ポンプ自動車に更新するとともに、老朽化によ
る不測の故障を防止し、高度化する各種災害に対し、より迅速
かつ的確な消火活動行い、火災等による被害の軽減を図る。

令和６年度内の納車が困難なため、債務負担行為を設定するもの

４．歳入関係（予算書３１・４２ページ） 177,681千円

内訳 予算額

緊急消防援助隊設備整備費補助金 15,081千円

高規格救急自動車 10,408千円

高度救命処置用資機材 4,67３千円

市 債 162,600千円

救助工作車購入事業債 140,600千円

高規格救急車両購入事業債 22,000千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※施設整備事業債（交付税措
置率70％）等を活用する。



まちづくりの目標

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

4.みんながつどい交流し、
活力が生まれるまち



１．事業名称

地域公共交通実証運行に関する事業（負担金、検証等）

２．事業概要

地域公共交通実証運行については、既存路線バス等への運行に影響を与えず、一定の
人口が見込まれ、近隣に商業施設等が立地し、公民連携が図れる地域において実施する。
試行的取組として定時・定路線での有償運行による実証運行を行った上で、地域公共交
通の需要等の検証を行う。

参考資料 都市計画部 都市まちづくり課

３．歳出関係（予算書１２２・１２３ページ）

内訳 予算額

委託料（地域公共交通の実証運行に関する
検証等委託） ５,２６９千円

負担金補助及び交付金（実証運行負担金） １１,７９４千円

工事請負費（バス停設置工事） ８９６千円

１７，９５９千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

地域公共交通の確保に関する事業

２．事業概要

新型コロナウイルス感染症の長期化により、地域公共交通を取り巻く環境は、コロナ前の利用者
数に未だ回復しないことに加え、燃料費の高騰の影響を受け、運行の維持継続が厳しい状況にある。
とりわけ、定時定路線を運行する路線バスは、運行の調整が困難であることなどから、その影響は
非常に大きい。

地域公共交通は、地域住民の大切な移動手段の１つであることから、定時定路線で運行する路線
バスの維持継続を図るための支援を行う。

令和４年度から継続して３年間実施（令和４年度分は早期に実施する必要があったため、令和３
年度に支援）するもので、今回は令和６年度分（３年目）の支援。

参考資料 都市計画部 都市まちづくり課

３．歳出関係（予算書１２３ページ）

内訳 予算額

負担金、補助及び交付金(維持・継続支援補助金) ２０,１００千円

２０,１００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

寺・向井田地区まちづくり検討事業・学研都市線新駅設置基礎調査

２．事業概要

向井田３丁目などの区域について、土地区画整理事業に対する地権者の意向確認やまちづく
り事業を施行する上で必要な駅前広場を含む都市施設の整備に向けた調査等を行い、事業の成
立性を検討する。
また、土地区画整理事業などにより新駅設置を含めた新たな市の拠点形成の検討が必要であ

るため、新駅設置の可能性について基礎調査を行う。

参考資料 都市計画部 都市まちづくり課

３．歳出関係（予算書１２２ページ） ４．歳入関係（予算書３１ページ）

内訳 予算額

委託料（寺・向井田まちづくり検討業
務委託）

２９,７９９千円

委託料（新駅基礎調査業務委託） ９,370千円

３９,１６９千円 １０,８００千円

内訳 予算額

街路交通調査費補助金 １０,８００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

立地適正化計画策定事業

２．事業概要

交野市として、これからの社会情勢を踏まえ、持続可能な「まち」の形成を目指し、公共交
通や居住機能、生活サービス機能などを計画的に誘導していくための「立地適正化計画」の策
定を行う。策定にあたっては、まず令和６年度は現状の課題を整理し、把握した上で、居住誘
導区域、都市機能誘導区域の方針などを検討する。令和７年度はそうした方針等に基づき、交
通施策、防災方針の検討を進めた上で、計画案の作成に取り掛かるものである。

参考資料 都市計画部 都市まちづくり課

３．歳出関係（予算書１２２ページ） ４．債務負担行為関係（予算書１１ページ）

内訳 予算額

委託料（立地適正化計画策定支援業
務委託）

９,３２８千円

９,３２８千円 ６,６００千円

内訳 予算額

委託料（立地適正化計画策定支援業
務委託）

６,６００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



まちづくりの目標

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

5.みんなで自然や文化を慈しみ、
次世代に引き継いでいくまち



１．事業名称

公共施設照明ＬＥＤ化改修工事設計委託事業

２．事業概要

脱炭素社会の実現に向けた取組として、各公共施設での環境負荷の低減を図るため、
施設設備の省エネ化を行い、温室効果ガス排出量の削減を目指す。
※対象施設：保健・福祉施設、子育て支援施設、スポーツレクリエーション施設

参考資料 環境部 環境衛生課

３．歳出関係（予算書１０１ページ） ４．歳入関係（予算書４２ページ）

内訳 予算額

委託料 ２１，０００千円

２１，０００千円 １８，９００千円

内訳 予算額

施設照明ＬＥＤ化
事業債 １８，９００千円

※積算根拠
官庁施設の設計業務等積算要領に基づく実施設計による。

※脱炭素化推進事業債（LED化 充当率90％、
交付税措置率30～50％）を活用する。

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

２．事業概要

参考資料 都市整備部 緑地公園課

３．歳出関係（予算書１２５ページ）

内 訳 予算額

郡津公園整備事業実施設計業務 ６，８４８千円

郡津公園整備事業（実施設計）

郡津公園の公園施設の整備に向けた設計業務（郡津公園 0.4ha)

４．歳入関係（予算書４２ページ）

５，１００千円（都市公園等整備事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

6.その他事業



１．事業名称

総合体育施設ＥＳＣＯ事業

２．事業概要

参考資料 財産管理室

３．歳出関係（予算書５７ページ）

交野市立総合体育施設の老朽化した設備等を改修するにあたり、令和４年度に財政的な
負担の軽減及び環境・省エネルギー化などにも配慮したＥＳＣＯ事業の可能性調査を行い、
当該事業の実施により省エネルギー効果が期待できるとの結果であったことから、設備改
修を含む省エネルギーに関する包括委託を実施するもの。

内訳 予算額

総合体育施設ＥＳＣＯ事業委託料 ６３７，０００千円

５．スケジュール（案）

令和６年度に設備改修を実施し、令和７～９年度に計測検証サービスを実施する。

４．歳入関係（予算書４２ページ）

内訳 予算額

総合体育施設改修事業債 ５７３，３００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※公共施設等適正管理推進事業債
（長寿命化）（交付税措置率30％
程度）を活用する。



１．事業名称

本庁舎耐震・設備改修工事基本・詳細設計業務委託

２．事業概要

参考資料 財産管理室

３．歳出関係（予算書５７ページ）

市役所本庁舎について、耐震性向上及び老朽化した設備改修のため、令和６年度に設計
業務委託を実施するもの

内訳 予算額

本庁舎耐震・設備改修工事
基本・詳細設計業務委託料

５６，２１２千円

５．スケジュール（案）

令和６年度に設計業務委託を実施し、令和７年度からの改修工事実施に向けた業務を進める。

４．歳入関係（予算書４２ページ）

内訳 予算額

市役所庁舎改修事業債 ４２，１００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

青年の家エレベーター設置工事

２．事業概要

参考資料 財産管理室

３．歳出関係（予算書５７ページ）

青年の家利用者の利便性向上のため、エレベーター設置工事を施工するもの
（設置場所：１階ホール内図書事務室出入り口付近を予定）

内訳 予算額

青年の家エレベーター設置工事 ５５，６３０千円

５．スケジュール（案）

令和５年度に設計業務委託を実施し、令和６年度中にエレベーター設置を完了させる。

４．歳入関係（予算書４２ページ）

内訳 予算額

青年の家エレベーター設置事業債 ５２，０００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

※公共施設等適正管理推進事業債
（バリアフリー）（交付税措置率30％
程度）を活用する。



１．事業名称

２．事業概要

参考資料 健やか部 子育て支援課 1/2

３．事業開始時期
令和６年度に訪問支援員を対象に研修を実施し、令和６年１０月から事業開始予定

子育て世帯訪問支援事業

本事業は、家事・子育て等に対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケア
ラー等がいる家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、
家事・子育て等の支援を実施することにより、家庭や養育環境を整え、虐待リスク等の高まり
を未然に防ぐことを目的とする。

４．利用者負担（国基準案）

世帯区分 利用者負担額（1時間あたり）

生活保護世帯 ０円

住民税非課税世帯 ３００円

住民税所得割課税額７７,１０１円未満の世帯
（年収360万円未満相当）

６００円

上記以外の世帯 １，５００円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

1.みんなで子どもを育み、
子どもがのびのびと学ぶまち



５．歳出関係（予算書８８・８９ページ）

１８，７９２千円

内 訳 予算額

子育て世帯訪問事業・訪問支援員研修 50千円

郵便料 17千円

子育て世帯訪問事業委託料 18,720千円

研修会場借上料 5千円

６．歳入関係（予算書３０ ・ ３４ページ）

１２，５２８千円

内 訳 予算額

子ども・子育て支援交付金(国庫） 6,264千円

子ども・子育て支援交付金（府費） 6,264千円

参考資料 健やか部 子育て支援課 2/2

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について



１．事業名称

認定こども園等施設整備事業

２．事業概要

保育の量的確保を目的に「交野市第２期子ども・子育て支援事業計画」に基づき私立認定
こども園１園の施設整備に対して補助を実施する。

参考資料 健やか部 こども園課

３．歳出関係（予算書９０ページ） ４．歳入関係（予算書３０・４２ページ）

内訳 予算額

私立認定こども園等施設整備

補助金
214,763千円

２１４，７６３千円 ２０８，７００千円

内訳 予算額

就学前教育・保育施設整備
交付金

190,900千円

民間保育施設等整備事業債 17,800千円

※積算根拠（負担割合：国2/3、市1/12、事業者1/4）

施設名
保育定員

（）内は増加人数
事業費

歳出額 事業者
負担額合計 国負担額 市負担額

第2きんもくせい保育園 72人（22人） 286,350 214,763 190,900 23,863 71,587

（千円）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

1.みんなで子どもを育み、
子どもがのびのびと学ぶまち



１．事業名称

学校ＩＣＴ環境整備事業

２．事業概要

市内各小中学校の普通教室にある大型モニターについて、導入から15年経過しているため、
全校一斉に更新するもの（夏季休業中 整備予定）

参考資料 学校教育部 まなび未来課

３．歳出関係（予算書１４１ページ）

４１，２６４千円

内訳 予算額

備品購入費 ４１，２６４千円

※積算根拠 ・65型大型モニター 小学校8校（125台） 24,750千円
中学校3校 （42台） 8,316千円

・その他設置費等 8,198千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

1.みんなで子どもを育み、
子どもがのびのびと学ぶまち



１．事業名称

星田駅西第二自転車駐車場測量設計業務

２．事業概要

星田駅の利用者数の増加により、今後自転車駐車場の不足が見込まれるため星田駅西第二
自転車駐車場施設拡張整備のための設計委託を行うもの。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書６０ページ）４，９００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

星田北区画整理に伴う道路台帳補正業務

２．事業概要

星田北及び星田駅北土地区画整理事業で新たに整備された道路について、認定予定延長が8.4kmあり、毎年
度予定している道路認定の延長が2.0kmであることから一度に道路認定できず、段階的に認定を行う場合、全
域が認定されるまでの過渡期に認定待ちの箇所との不均衡が生じること、他の箇所の道路認定が遅れること
から、当該区画整理地全体を一括して認定することが適切であるため、令和６年度に道路台帳の更新を行う。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１６ページ） １１，６００千円
星田北エリア 星田駅北エリア

※灰色で示した道路が認定対象。

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

私部寺線（交野高校横）歩道補修工事

２．事業概要

現状が河川部法面を活用した張出歩道となっているが、老朽化により歩道に隙間が生じ、
通行の安全が損なわれているため、補修工事を行う。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１７ページ）

２５，０００千円

位置図
私部寺線

100m

４．歳入関係（予算書４２ページ）

２２，５００千円（道路改修事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

星田１号線他舗装補修工事

２．事業概要

交野市舗装修繕計画に基づき、重点的に補修を実施する必要のある路線の中で、星田１号線
他の補修を実施する。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１７ページ）

３７，０００千円

位置図

L=500m

星田1号線他

４．歳入関係（予算書４２ページ）

３３，３００千円（道路改修事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

天野が原町私部線（無名橋）他７橋橋梁補修設計業務

２．事業概要

交野市橋梁長寿命化修繕計画に基づき、５年に１度の法定点検の結果を踏まえ、令和６年度は
天野が原町私部線（無名橋１）及び（無名橋３）・郡津４号線（無名橋１）・幾野３１号線（無名
橋）・星田２７号線（無名橋）・星田山手１号線（出入橋）・天野が原町５１号線（無名橋２）・
寺１７号線（無名橋）の計８橋の補修設計を行う。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１７ページ）

２９，６００千円

星田山手1号線（出入橋）

郡津4号線（無名橋1） 幾野31号線（無名橋）

星田27号線（無名橋） 天野が原町51号線（無名橋2） 寺17号線（無名橋）

天野が原町私部線（無名橋1） 天野が原町私部線（無名橋3）

４．歳入関係（予算書３１・４２ページ）

１１，０００千円（道路メンテナンス事業費補助金）
１６，７００千円（橋梁改修事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

私部西線交野駅前交差点改良設計業務

２．事業概要

私部西線交野駅前の交差点は片側1車線であり、右折する車両があると渋滞が生じるため、
交差点改良を行うことで渋滞の解消を目指す。それに伴い、令和６年度は設計業務を実施する。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１７ページ）

６，６００千円

位置図

私部西線

交野駅前交差点

４．歳入関係（予算書４２ページ）

４，０００千円（道路改修事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

準用河川がらと川構造物点検調査業務

２．事業概要

市内の準用河川（７河川）の河川構造物について、出水による被害が発生しており、
また、経年による損傷や劣化の進行状況を把握するため、点検・調査を実施している。
令和６年度は、がらと川の点検を実施する。（L=2.92㎞）

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１８ページ）

６，０００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

準用河川前川・私部北川合流部浚渫工事

２．事業概要

河川構造物の点検を行った結果、河床の土砂堆積が著しく、大雨時には河川水があふれる
危険性があるため浚渫を行う。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１８ページ） ６，６００千円

位置図
私部

私部南

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

雨水出水浸水想定区域図作成業務

２．事業概要

令和３年度の水防法改正により、令和７年度までに想定最大規模降雨に対するハザードマッ
プを作成するよう求められていることから、ハザードマップの基礎資料となる雨水出水浸水想
定区域図を作成する。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１９ページ）

１８，５００千円

４．歳入関係（予算書３１ページ）

６，５００千円
（社会資本整備総合交付金）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

星田７丁目地内用水路付替予備設計業務

２．事業概要

星田傍示川の土地を売却するにあたり、当該土地に埋設されている用水管を移設するために
必要な予備設計を実施する。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１９ページ） ８，５００千円

位置図

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

星田７丁目地内雨水管整備工事

２．事業概要

星田７丁目地内において、市道星田傍示川線を横断する雨水管が能力不足のため、新たに
雨水バイパス管の整備工事を実施する。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１９ページ）

２６，８４０千円

位置図

４．歳入関係（予算書４２ページ）

１９，６００千円（浸水対策事業債）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

3.みんなが助け合い、
安心して住み続けられるまち



１．事業名称

駅前広場猛暑対策効果検証調査業務

２．事業概要

大阪府の“都市緑化を活用した猛暑対策事業”の制度を活用し、令和５年度に駅前広場に
設置したパーゴラや植栽などによる猛暑対策効果を検証調査するために実施する。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１７ページ） １，３００千円

JR河内磐船駅 京阪交野市駅JR星田駅

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

5.みんなで自然や文化を慈しみ、
次世代に引き継いでいくまち



１．事業名称

寺作業所跡地活用施設基本設計修正業務委託

２．事業概要

参考資料 財産管理室

３．歳出関係（予算書５１ページ）

令和４年３月に作成した設計を基に、近年発生している大規模災害に対する防災機能の
更なる強化および使用団体等のニーズの再反映を行うために、設計の見直しを行うもの。

内訳 予算額

寺作業所跡地活用施設
基本設計修正業務委託

１４，７７３千円

４．スケジュール（案）

令和６年度中に基本設計修正業務を行う。
令和７年度以降は修正設計を基に検討を行う。

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

6.その他事業



１．事業名称

明示図面マスキング作業

２．事業概要

当課において現在１１，０００件以上保有する明示図面に記載されている住所氏名等をはじ
めとする個人情報にマスキングを施す作業を委託する。
毎年１００件超の申出がある情報開示による図面交付、同じく毎年１００件超の申請がある

新規明示の業務の中で行う事務代行者へ参考資料としての周辺既明示図面の情報提供等の業務
の効率化、窓口での閲覧時の個人情報保護の向上を図る。

参考資料 都市整備部 道路河川課

３．歳出関係（予算書１１６ページ）

８，７００千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

6.その他事業



１．事業名称

標準準拠システム移行に伴う作業等委託

２．事業概要

地方公共団体情報システムの標準化に関する法律により義務化された、対象20業務のうち、
19業務のシステムの標準化について、移行期限である令和７年度末までに移行を完了させるた
めの作業を行う。
※残り１業務（子ども・子育て）のシステムについては、令和７年度単年度で作業予定。

３．歳出関係（予算書５１ページ）

内訳 予算額

委託料 215,880千円

２１５，８８０千円

４．歳入関係（予算書３０ページ）

７８，７００千円

内訳 予算額

デジタル基盤改革支援
補助金（国庫補助金）

78,700千円

５．債務負担関係（予算１１ページ）

内訳 債務負担額

委託料 429,175千円

４２９，１７５千円
※同補助金は、標準準拠システムへの移行に係る費
用総額（全20業務、令和7年度末までの総額）に対して、
市町村ごとに上限額が定められており、上記予算額は
上限額から令和4・5年の補助金額を差し引いた残額。
【交野市の上限額】 101,000千円

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

6.その他事業

参考資料 企画財政部情報 マーケティング課 1/2



６．作業委託費の内訳

参考資料 企画財政部情報 マーケティング課 2/2

システム 令和6年度予算 債務負担 合計

住基系 69,630千円 242,418千円 312,048千円

福祉系 109,877千円 127,172千円 237,049千円

戸籍系 2,376千円 10,582千円 12,958千円

就学 29,971千円 49,003千円 78,974千円

健康管理 4,026千円 （未定） 4,026千円

合計 215,880千円 429,175千円 645,055千円

５．対象システム（対象システムが担う標準化業務）

• 住基系システム（住民基本台帳、印鑑登録、個人住民税、法人住民税、固定資産税、軽自動車
税、国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、介護保険、選挙人名簿管理）

• 福祉系システム（児童手当、児童扶養手当、障害者福祉、生活保護）
• 戸籍系システム（戸籍、戸籍附票）
• 就学システム（就学）
• 健康管理システム（健康管理）

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について

債務負担は、令和７年度までの設定とする。



参考資料 総務部人事課 1/2

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について（費目別・課別職員数）



参考資料 総務部人事課 2/2

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について（費目別・課別職員数）



歳入歳出予算以外に計上するもの

参考資料 企画財政部 財務課

１．債務負担行為（予算書１１・１２ページ）

２．地方債（予算書１３～１６ページ）

複数年での契約等が必要となるもの ２０件

地方債を発行するために必要な予算上の措置 ３８件

議案第２８号 令和６年度交野市一般会計予算について


